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６月２２日（土）の PTA 参観日には、多くの保護者の皆さまにご参加いただきありがとうござい
ました。PTA 研修会では、「家庭教育と学力向上」という演題で講演を聞いていただきました。学力
の向上は生活習慣の改善によってなされ、子どもの自立は、子ども自身が「自分が愛されている、役

に立っている、価値ある人間」と思うことが大前提にあること、そして、「どんなことがあっても子

どもの味方になってやる」という親の気構えが子どもにとって支えになることを改めて考えさせられ

ました。PTA教養部の部員の皆さまには、企画・準備、当日の運営等大変お世話になりました。
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東部地区のいろいろな大会で、智頭中生が見せてくれた活躍には目を見張るものがありました。

東部総体、東部陸上を前にして、３年生では、壮行会を待たず、学年集会で各部の部長（主将）

が抱負を述べ、互いの活躍を励まし合ったとか・・。智頭中の活躍はすでにここから始まってい

たのです。部長を中心とした３年生のリーダーシップがどの部活動、大会でも発揮され、それに

１・２年生がしっかりとついていくという好展開が繰り広げられました。

中でも、東部総体での、卓球部男子団体戦予選リーグ２戦連勝は見事でした。ミスを誘う鋭い

サーブ、粘り強いレシーブ、そして何より印象的だったのは、戦況を見つめる態度で、チーム一

丸となって目標を達成しようとする力強さが相手チームに勝っていました。

東部陸上でも、伝統のオレンジ・イエローのユニフォームが躍動しました。トップランナーを

擁する陸上部をお手本に、渾身の力で競技し応援し合う３３人の智頭中選手団に清々しい一体感

を感じました。

「スポーツマンシップ」とは何か。それは、一説には「グッドゲーム(good game)をつくるため
の心構え」であると言われます。スポーツを楽しむためには相手の存在が必要で、双方が楽しん

でこそスポーツが成り立つ。そのために、第一に必要なのが「尊重」する精神（心）だというこ

とです。相手・仲間をはじめとするその競技をするプレーヤー、ルール、審判を尊重することが

なければ、スポーツを楽しむということは成り立たない・・。第二、第三は「勇気」（自ら責任を

もって決断し実践する）、「覚悟」（勝利を目指し全力を尽くす）で、この３つ

が「スポーツマンシップ」の要素だということです。（日本スポーツマンシッ

プ協会会長代表理事中村聡宏氏）

冒頭で触れさせていただいたように、智頭中生は部活動や学校対抗の大会等

を通して多くを学んでいます。子ども達のさらなる飛躍を願い、私たち子ども

の指導にあたる大人や指導者も、今一度、子ども達と共に「スポーツマンシッ

プ」について考えを深めてみたいと思い巻頭言としました。



７月・８月の主 な 行 事 予 定
【７月】

１日（月）壮行会 ２０日（土）～２２日（月） 県中総体

２日（火）東部水泳 ２３日（火）支部研修会 １９：００～

３日（水）第３回生徒会 day ２５日（木）地区学習会県外研修（大阪）

５日（金）期末テスト（１日目）給食なし

８日（月）期末テスト（２日目） 【８月】

９日（火）職員会議 PTA 人権教育研修 ２日（金）～５日（月） 韓国楊口郡との国際交流

１０日（水）環境教育講演会 １０日（土）県吹奏楽コンクール

１１日（木）・１２日（金）個別指導 １８日（日）PTA環境整備作業、PTA理事会
１６日（火）PTA期末懇談 （給食なし） ２５日（日）県スポレク祭（夏季）

１７日（水）PTA 期末懇談七夕茶会 （給食なし） ２６日（月）始業式、休み明けテスト（給食あり）

１８日（木）非行防止教室

１９日（金）終業式 壮行会 離任式 ９/７日（土）運動会


